HIV感染者/AIDS患者の口腔症状に関する研究（第3報）　Oral Hairy Leukoplakiaについて by 松田 憲一 et al.
1998年9月 第141回東京医科大学医学会総会 一　641　一
PA－9 PA－10
　　Deoxycoformycin（DCF）が有効
であったHairy　cell　leukemiaの1例
　HIV感染者／AIDS患者の口腔症状に関する研究
第3報Oral　H滋ry　LeukOl）laklaについて
　　　　　（内科学第三）○石井幸司，
野口容子，山本浩文，武市美鈴，
近藤美知，代田常道，林山
　症例は43歳女性．平成8年2」月よりWBC
9000～17000／μ1あり，近医にて経過観察し
ていたが，平成9年2，月末梢血に異型リンパ
球が33％認められたため，精査目的にて紹
介入院となった．入院時全身状態良好で，脾
腫が認められたがリンパ節腫脹はみられなか
った．骨髄穿刺ではリンパ球が51％と増加
しており，一部hairy　ce11様の異型細胞も
認められた．骨髄，末梢三共にCD19＋，　CD20＋，
CD22＋，　CD23＋，　CD25＋，　HLA－D　R’であり，
末梢血にてCDllc＋，　FMC－7＋，可溶性IL－2R
40800U／mlと高値を示した．また酒石酸抵抗
性酸ホスファターゼ反応陽性であり，hairy
cell　leukemia（HCL）と診断した，
DCF7．5mg／body週1～2回投与開始し，3ク
ール終了後WBCI800／μ1，リンパ球33％，
可溶性IL－2R5520　U／mlに改善したため，以
後は外来にて月1回DCF同量投与している．
現在12クール終了しWBC2900／μ1，リンパ
球18％，可溶性IL－2R2170　U／mlであり，DCF
は本症例に対して有効と判断したため，今後
も継続投与の予定である．
　HCLの治療薬としてIFNαが従来より投与
されているが，日本型亜型は欧米典型例に比
べて奏功率が低いと言われている．しかし近
年DCF，2－CdAが開発され，　HCLに対して
著効することが知られてきた．また治療効果
は骨髄および末梢血のHairy　cell消失，末
梢血液所見の正常化，脾腫の消失で判定され
るが，Hai．ry　cellの消失は形態学的に判定
困難な場合も多い．可溶性IL－2Rは腫瘍量に
比例することから治療効果の指標に用いられ
ている．しかし本邦においては増加しない症
例も多く，その意義は明らかでないため文献
的考察を含め報告した．
（口腔外科）○松田憲一、小森康雄、渡辺正人
　　　　　　伊能智明、高森基史、千葉博茂
（臨床病理）　香川和彦、山元泰之、福武勝幸
｝HV感染者／AIDS患者の口腔症状の1つとして、
Oral　Hairy　Leukoplakia（OHL）は比較的出現頻度が
高い。このOHLの原因としてEBウイルス（EBV）が関与
している，EBVは、他のヘルペス科のウイルス同様
幼年期に不顕性感染し、終生体内に不顕性の持続感
染するが、田V感染症のような免疫が低下した状態
では日和見感染の原因となるtt
　今回我々は、当科を受診したHTV感染者／AエDS患
者　90例のうち、OHLが見られた11例について
臨床的に観察し、出現部位、頻度、またHIV関連
マーカー一として重要なCD4との関係、　EBVのPCRや電
顕所見についても検討を行ったので報告する、
　OHL出現者の感染原因は、血液製剤によるもの7
例、異性間性的接触3例、男性同性愛者1例であっ
だ、CDC新分類による病期では、　B　3・2例、　C　3・
9例と病期の進んでいる症例に見られた，、90例中
田Vに関与すると思われる口腔症状が認められたの
は57例で、64％であった，口腔症状で最も多
かったのはカンジダ症で41例（45％）、ついで
〔腔乾燥症26例（29％）、再発性アフタ18例
（20％）、OI　ILは11例（12％）であった、，
　0Hしが出諭した症例のCD　4の値では、最大13
1、最少3で平均65であり、CD4が低い病期が進
行した時期にみられた．
　出現部位は舌側縁部9例、口底が2例であった、
　電顕像では、核質内にEBVと思われる多数のウイ
ルスの存在が認められ、またPCRにおいてもEBVが証
明された，，
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